
講演者略歴

マイケル・ボーダッシュ
Michael K. Bourdaghs
1961年アメリカ・ミネソタ州生まれ。
1984年に仙台、宮城教育大学の交換留学生として初来日する。1986年にマカレスター大学を卒業
し、アメリカのTV局の東京支社に勤務。1989年にコーネル大学の東アジア文学博士課程に入り、
1996年に博士号を取得する。同年、UCLAの教員となり、2007年にシカゴ大学に移籍。現在は
同大学で東アジア言語・文明学部の准教授を務める。過去には東北大学および国際基督教大学の
客員教授を務め、アジア、ヨーロッパ、北アメリカ各地の大学で講義をおこなっている。
初の著書 The Dawn That Never Comes: Shimazaki Toson and Japanese Nationalism （「決して訪
れない夜明け─島崎藤村と日本のナショナリズム」）は 2003年にコロンビア大学出版局から刊行。
また、現代語学文学協会から文学の学術的研究の翻訳に贈られる賞であるスカリオーネ賞を授与され、
「ジャパン ･タイムズ」紙が選ぶ 2011年の最優秀図書のひとつとなったNatsume Soseki, Theory 
of Literature and Other Critical Writings（「夏目漱石文学論」、コロンビア大学出版局、2009年）
の共訳、共編者でもある。最近では夏目漱石に関する本を執筆する傍ら、柄谷行人『世界史の構造』
の英訳を完成。

▲

マイケル･ボーダッシュWEBサイト　http://www.bourdaghs.com/

（『さよならアメリカ、さよならニッポン』奥付をもとに作成）
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さよならアメリカ、さよならニッポン
─戦後、日本人はどのようにして独自のポピュラー音楽を成立させたか
マイケル・ボーダッシュ著、奥田祐士訳、白夜書房、2012年
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